
The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

B 本産 ヤ マ ネ 創 劔 齠 砌 ，0ノ〜勧 8 （SC田 NZ ）の

　　　　　　　　參眠に關する研究

　　　　　ぐ5 ） 氣温 さ活動牲に就て

一
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　　　　　　　　　　　　　　　　 1　 緒　　　　言

冬眠す る 嚇 L鋤 ・他酬 i孚撒 と著 しく異 る黙 ・ 、瀏
1堂申齢 く不 瀬 で 離 ・動物の 如 くで あ

るが ， 覺醒中は魯通の 哺乳類 と等 しく濫L血勇物」り特性 を示す こ と で あ る 。 然 る に 前の 報告に指

摘 した如 く 、 こ の 瀬 著 な る變 1己を現す と こ ろ の 活動 Ntlと鱧褞 との 關係 に 銑君 り硫 究が 極めて 少

數で あ る の み な ら弘 数 そ の 杢範融 こ渉 る 瀬 嫩 と 氣濫 の 關係 1・就て の 研 究 は・層 少數 で

あ る
。

こ の 點 に關 す る研 究 と して は Eエs鐸 TRAur （1928 ，
1930

，
193斗）JoHD　sol −

（ユ930）HERTER

（ユ934）等 の 論文 を見る に 過 ぎない 。 　　　　　　　　　　　　 ．

　筆者は こ れ ま で の 論文 中に て ，部 分的 に ぱ ヤ マ ネ の 活 動皙iと氣慍の 關係に 就 き論及 した の で

あ るが ， 全躙 に渉つ て の 活動性 と氣濃 の 關係に 就 て 概括白勺の 研 究報告は 未だ な し得なか つ

た の で あ る ． 諒 ど釁 槻 象の 正 しv 鯉 鰹 ）爲に は ， 單…・劉 1紳 の 現象の 究 1卿 み な らす ・ 當
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノ

該動物 の 冬眠朕態 と非冬眠歌態 を通 す る李過程 を究 明 して ， その 全過程 1こ於 ける 冬隅 中の 現 象

を吟味す る事 が最 も重 要で あ る と考 へ る ． 以 」の 考 へ 麗 とに 參日［醐 非冬眠 鞭 通 じて の ヤ マ

ネ の 活動性 と氣温 と の 關 係 7）研 更を試 み た の で あ る 。 而 して 本研究 に於 て はヤ マ ネの 冬眠 開始

の 限 界薀度 以 上 の 氣盗 下匿 於け る 活動性 を實驗 し，
［−1．つ 從來の 研究結果 とを併せ て考究 した 。

以 下 その 概嬰 を記述 す る ，

　　　　　　　　　　　　　　 2 費驗方法及び實驗結果

　ヤ マ ネの 體温並 に 活動 佳の ヨ遐 變化をラ聊るた め に ， 前の 論文 1 に 於 け る第 5竇驗 と同様 の 方

瀧 捌 肌 た ．
Ebち 實驗 箱 …・ 1頭の ヤ マ ネ を入れ ， それ を恒盗 内に 置 き體温の 變 1匕を旗 に

撮 つ た の で あ る ． 恒温室の 澱 は ， 願 の ・
・

マ ネ に つ 9 ・・9S
°

・
・2・

°

・
22 “

・
・24°

， 26
’

・
　2S °

｛C ）と して 夫

k の es度で 5 畷 つ つ 實験 した ． カ・ くして 毎肋 腿濃矧 匕を韻 に 撮 つ た の で あ る ・
こ の 讖

は 1936 年 鰍 及び 1937 年 の 冬 に 行 つ た の で あ つ て ，
こ れ tz　F」ひ たヤ マ ネは 噸 （32 ♀ 2）

で あ る e

　粗 驗 の 結 果得 た るヤ マ ネの 欄 11遯變化の 寫眞は 12嫩 で あ つ て ・こ の 寫眞 に よ むヤ マ ネ

の 活動性
・・ を分類す ろ と ， 大 體 3 つ ・）型 に分 つ こ 劫 え｝瞭 る 藹 眞 1〜鐘 そ．・・イ辷表的 なる も’冫

　　・濱 驗方鰍 ぴ縄 躑 ゆ 冩眞 i・ よ循 雛 の 説吼 勲 及勃梅 聡 El 頁 を螺
され †こい ・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1s7

動魂 鰍
1，第 55 静 ， 第 ・ 號，tlJi看i・s　 et・ （巳黝
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を示 した の で あ つ て ・寫眞 1の 鱒 を A 型 ， 旗 rlb 姫 を B 型 瀉 眞 ill・・女1藍 C 型 と

呼ぶ こ とに す る 。
A 型 は 1B 中に 1囘 （主 と して 夜間）體儡が 王 昇 して 後 ， 巣外に 出で て 活動

し姑め ，活動が終 る と巣 内へ 戻 つ て 靜 翫す る 。 而 して 静止 す る と體濃は漸改降下 して 殆ん ど外
uee　一￥ し くな る ・ か くして 晝悶 iま降下 した體 濃の 熱 で 靜 ・1，・L 汐 方1・ な つ て 急

・
こ 鞴 の ．碑

を起 し活動 を始め る 。
A 型 は 以 上 の 如 く體温の 上昇 と下 降 ， 活動時 と靜止 時 とが 1 日中 に ほ L“

麟 的に現 は れ る もの で あ る ・ 碗 1は A 型 の 如 き嫐 1亅乱 い 週 期 を認め る こ とが 胴 蠹 い が ，
】 帥 に 1囘或ひ は 2 囘 嬾 止 嚇 覗 は ALて ， その と きは 黜 が 手肯々 降下す ろ ． 徇 こ ゐ B 型 の

特微 聯 一塒 ・こ體温 が 降下
』di・7“ が ・

A 型 に ILIる奴 體 齢 宝臑 に殆 ど等 しくなる こ とは稀で あ

る ・
C 型 即 ｝仲 i・ A 型 や B 型 に み られ る コfn・t・　 ， 長時rlllz・靜 ・塒 及 び飆 麟 刊 1線槻 は れ な

v ・ もの で あ る。從 つ て 活動時 と靜 止時 との 1週期は 認 め られす ， 殆 ど 1 日 中覺醒 朕 態に あ り ， 體

温 も殆 ど 恒避に 保 たれ て ゐ る もの で あ る 。

本研究に 於て 彳！｝た る絃 5眞 を以 一L の 3型に 分ちた 7
・ 1・ ， 表 1 に 示す如 き結 腎ξを得た

。

　　　　　　　　　　　　　　　 表 1 温度 ピ ヤ
ー
マ ネ の 活動 性

　　　　　　
’
　 　 　 　 　 （、BC 型 に就て｛弌本丈 中 1：Meq〕

一

一一 竃 羶 一．鐘 一．一＿ 一一一．．

』．．一一

：！蜜
’一鹵．．

1些・

一一

匸Lf
一
幽

一一

至iy 　 D6S

．一一

l　 es・

　　 實 驗 延 鯛 體數 　 　 　 ． 　 20 　 　 コ。 　
’
　 £ O 　 　 £。 　 　 20 　 i　 20− 一一 一・．　 ．一　 　 　 　 　 　 　 　 一一一．一　．＿一、一 一一一　：一一一 ．一．一一＿ ．．一一一＿ 一一＿，　 　 L

　　 A 型 を現 伎 tt ；個體數　　　　　　20　　　　19　　・　　 丁　　　　 0　　　　
幽
O　　：　 ．

．’
6

　　B 型 を現 は しナこ個體數　　　　　　　0　　　　 1　　　　］ユ　　　　 9　　　　 4　　・　　 o

　　
c 型 を郷 は 隲 數 　 　 9 　 ・ ． 2 　 11 　 1r） i2 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 し

こ の 裁 み る に 翻 18℃ の 黔 1・ は實髄 f磁 2・ ・1・e 部が A 埀望で あ つ て
，
B 型 C 型 は現

は れ な ”
・

2°℃ の 恥 ・ は A 埀ll
が 19，B 型が 槻 はA・ C 型 1観 はれ 加 ．

22℃ の 場 合1、
は A 型 を現 は した 1驪 7

・
B 埀1｛槻 扎 た∫朧 11

，
C 型 觀 は した 個體 2 で あ つ て ，2斗・ C の

’胎 に は B 型 9
・
C 型 11で A 丞塁 現 はれ な・・

，
26・C に 於て 1ま B 型 4

，
・C 型 16 で A 型 ra　 ．

現 はれ なv ’
・

28℃ に 於て は 孟嚇 C 型 で A 型 B 型 ま現 呶 ・ 施 ． か くして こ 縣 繰 を通覽す

る 1こ ， 鰡 18° C か ら28°C まで 1摺度の 一L昇
一
掲 に 從ひ 體駐 び 1・〜働 慟 ・ A 型 畑 職 ．1・型

よ り C 型 へ 移行す る こ と を示 して ゐ る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　3 考　　　　察

　　 1 非冬眠 期の 體温變化 と活動性

非冬眠駄 あ 啓 眠哺嬲 の 黼 並 び ｝・濁 脈 就て の 艦 糖 屯 1 日 判 ・靜 ［時 と濁
時 とが 脳 的 に 現は れ 瀞 止 時ldま體 温瀦 鞠 温 1・等 し くな る ま で 降下 して 渤 物が 昏脚 こ

態に な る こ と を認 めた の は E ・sE ・・
”
・R ・uT （1928・

ユ93・， 193斗），HERT ・R （D34 ），W ・ss （1931）
等で あ る ・

ElsE・T ・・u ・ は こ 曙 合 の 驅 の 欺態 を Ta ε・・chl・H・・h・・gi・ と云 ひ
，

　H ＿ R は
田 fwnch 伝 つ た ・又 J・・… N （193・）の 用 旋 鵜 M ・l　h1b・… ti・・ も・ 蝋 態瀦
したの て あ ら う・ 筆都 礁 の 軈 を H 本崖ヤ マ ネ 蹴 て 認 めた の で あ るが ， こ 酬 こ態に あ

「
る

もの を 旧 睡 眠昏睡 と呼 ぶ こ とに す る
。 而 して こ の 驩 の 月憾 は厘 啾 こ發賤 れ る こ とか ら

HERTER 等は こ 蝋 態 を以 て 非冬眠と冬魁 の 移 螻 り酬 こ態で あ 疑 考 へ た の で 筋 ． £賭
は 刺 吸 ぴ 刊 に 於 て も夏の 冷 し v−￥　Eiの ’

揃 中に は 昏睡の 歌態に あ る ヤ マ ネ を 槻察 した 。 又
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’・’

　 　 日轟 哲 ネ

・
備 榔 」騨 蛋蝋 ・面 N 。） 屡 眠 爛 す ろ癖究 ，　 　 柚

　　　　　ヤ マ ネの 自然の 産地靜掏縣須走 に 於 て は前 の 論文 1 の 第 4 實驗 に 明な る如 く夏季 1こ て も晝 聞 は

　　　　 體 濫 が殆 ど外濫 に等 し く下 降 し ， 夜間は 攤温が 上 昇：L亡活動す る 6 離ち夏季 に 於 て も冷 しい 氣 、

　　　　 候 の 卩 に は層 ネ は 1 艸 に 昏睡 の 欺 態 と活動 猟 態 と力遡 騨 勺に 現 はれ る ． 筆者 の 云 ふ 励  

，　　　 日睡眠昏睡な る現 象 は凉 しい 氣 濫の 時 は何時で も．現 はれ ジ氣温 と關係が深 い や うに 思 はれ る 。

　　　　 E・sEN ’
・RAuFr 　

’
．の ．Hi ・ el ・nti ・・s はkifi々“　 157C 乃 至

『
16° C の 場合 ・

Si・b ・n ・chlif ・嗔 18°C 乃

　　　　 至 2°°C に ・、カウ モ リ
‘
は 1°° C 乃至 ；8

°C の 糊 で 日鬮 賂 睡 が 現麟 L る と 述 べ

τ即 ・

　　　　　又 H ・RTrE −R に 依れ ば ・ 四 ネズ ミ は氣褞 145 °C 乃 至 17°

9 の 場創 （ 同樣 の 歌鰤 理 は れ る

　　　　　と述 べ て ゐ る 。　　　
1 『

　　　　　　　　 ．
・　

’
　 ．　　　

”

　　　　一
；

　　　　　、本薪究に 於け る竃驗 の 結果 に 就 て ， A 型 の 寫眞 で は 明か に 日睡 眠昏睡が 現 はれ ， 晝往日は體温 が

　　　　　降 下して 昏睡 び）缺 態 に あ り ， 液悶億 髓温溶 上昇 して 覺醒 し活動 す る こ とを現 は して ゐ る 。 帥ち

　　　　　活動時 と昏睡時 とが 邇期 的 に 現 はれ て ゐ る 。
C 型 の 寫眞は 1 日中體温 の 降下 な く ，

1H 中覺醒 　 ・

　　　　　の 歌態 に あ つ て 昏睡の 歌態 の 現 はれぬ こ とを示 して 居 り、，
B 型 は A 型 と C 型 と の移 り變 りの

　　　　繊 態 で ある ． 全 實驗の 結果 をみ る に實驗 淑度 五8 ° C 及 び 20 ° C に 於て は 殆ξ全 部が A 型 であ

　　　　　り ， β2DC に旗 は實騨 個麟
2・ 中 7 ほ A

郵
11 は B 型 ，

2 は C 型 で あ り ・
24 ° C 及 び

　　　　
’
2−6．

・C に 於ては B 型 及 び C 型 ，
28 ° d に於 て は 全 部 C 型 で あ る ． 皀防 A 型 σ 珊まれ る の は

　　　　　20
° C 乃至 22 ℃ 鮒 近 が 限界 ら しv ・

。 叉 前の 論文 に報 告 した 如 く ，
i6℃ に 於て は 多 くの 場 ．

　　　　　合 1 日 中｛d 囘 ぱ覺 醒 して 活動 し ，
14℃ ．の 揚合に は 1 由に 1囘覺醒 して活動 すう もの

一
もあ尋

　　　　　が ， 1 日 中昏睡して 覺醒 しない もの が 多V ・
。 之 れ等 の 事 實か ら考察 す る ξ， 日本産 ヤ マ ネ の 111 ・

　　
’
　 中に 於 け る 昏睡 時 と活動 時 とが 邏期 的 に 現 はれ ， 晝 聞は 體温が 降下 して 昏睡 D 歌態で あ り ， 夜

　　　　　間 に 飃 濫 が上 昇 し硯 醒す る ・ と 力略 槻 鰤 勺に現 脈 る の は鰮 玉6
°C 乃 至 2解 磯 臥

　　　　　で あ る と ・ ・ふ 寵 が 1．ll來 る 。
　 EIJち 晦 眠 髄 が 週期的 ｝・現は れ る の は氣 滌 1←

DCI

乃 至 22 ° C の

　　　　　範圍で あ る。　　 tt　　
’
　

『

　　 ．　　　　　　
”

　　　　　　　　一 ・

　t 　 　 2
潭瀏 生 瀛 温 ．　 　 　 　

k
’

　　　　　　E ・s・・ TR ・L・・ に よれ ば ， ゆ ネ ズ ・ 腟 温が 29°C 乃 至 3・° C 硲紅 虚 昨 髄 蝋 態
．

　　　　　は 起 らす ， 韆 も 33°c 以上 で 拠 と坐 ふ ・ 昨 産 ヤ マ ネ に つ

晒 荷脚 曜 驗 の 結 果筋 騾

　 ・　　 ，す る に ， 寫溟 の C 型 は ヤ マ ネ が 1 日 中覺醒 して ゐ て ，體温 も殆 んど 恒温 に 保た れ ， 常 に 3δ℃ ．

　　　
！
　 （度囀温）以 上 で ある，

e 而 して 。
〜二の ・C 型 は 22 ° C の 氣灘に丁 も實 驗 延個 鱧數 20 中 2 現 はれ ・

　　　　　ρ4
°

吻 氣温 鯲 軍 蹴 翻 纖 2°・中 1槻 齢 た ・
28°ρ鯲 て ば飜 区C 型 で あ る ・

　　　　　　筆者は購   た め に 冬 眠 しな畷 の 類が 冬の 勘 氣 溜 の もと 曙 く．と如何な る飜 攣化をな 　 ．

　　　　　す か を矢1齢 爲 に ∴ヤ マ ネ に 用 む  た と同 じ裝置 で 實驗 した 。 ．然 る に 何 れ．も g 型 を示 し沈 の で あ

　　　　　る ． 寫眞 4 は をの H 艇 あρ て
，

ヤ マ ネ と 同 じ地 方 に 産す る ヒ メ ネ ズ ζ Ap ・a −i・ms 礎 ゐ・

t

　　　 g 繭 α （T ｝loMAs ）の 體温の 寫眞 を示 した もの で あ る 。 ζの 寫眞 は 秋の 凉 しい 氣候 の 日 に 自然の ・

　　　　　氣温 の もと で
，

ヤ ァ ネ廟 1ひ た と 同
’
じ装置に よ二P て 醴温 の 變化 を撮つ た もの で あ る ・ 完 全 嫡

　　　，　 恒温性 a5 ヒ メ ネ ズ ミ と ヤ 7“ ネ の 24℃ 以上 の i氣濫 に 於 け る 1 日 中の 鶻温變 化並 に 活動 性 が 非常

　　　　　に よ く類似 レどゐ る （寫眞 3 ，
4
ー
を上蹶 ） こ とは ， ヤ マ 勅 3C 型 を現 は す揚 合は 完全 な る 恒 、

　　　　　溢性 を現 ば して ゐる證據 で 轟る 。 　　　　　　　　　　　　　　
一

　　　　　　二か く考 一 磊 き・植 ヤ ・ ネは鱗 24℃ 腮 唹 て 矯 な ・恒灘 動物餓 る と恥 とど

　　　　　が 幽來 る
。

・
　　

’
　　 ∵　 ltt

　
t
．　　　

i

　　　　　　 ・　　　　 5　 −

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＼ 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　，　 　　 ・　 M

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ぺ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、
　　　　　　　　　　　ノ

〆
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下　　泉　　重 　　吉

　　　 3 氣温 と活動性

　　筆 撫 こ れ ま磯 表 した 論文及 び こ ・・職 の 褓 を識 と して 謂 嫉 ヤ マ ネ蹴 て 氣混
活動性が如 何 なる開係に あ るか を考察 し ， 次の 結論に 達 した 。　　　　

』

　　　
’

1・ 氣温 24 ℃ 以王 に於 て は ・臼韈 ヤ マ 初 體 灘 1 胛 殆 ど慚 矗に 保たれ 話 動性 も＿般
恒黼 乳類 に 等 し くな る ・

・ の it・Llま ・ の 職 に て 明か な る の み な らす 揃 の 論効 第 8 實驗
に於 て も譖 明せ られ る と こ ろ で あ る

。

2・鰾 22 ℃ 乃5 　 16℃ 唖 圍に 1・t“て は 1 跡 に 儲 駐 活動時 とが あ つ て 略 礎 期的 觀
は dl．　 ・

　 ＃ くは玉欄 が 槨 垂時 液 聞が 瀬 塒 で あ る ． 而 し
一
：tF睡時に 嬬 濃 が 歹台どク膿 に 等 し く

な る ま で 降下 す る ・ 驪 時か ら瀞 b時 へ 移 る嚇 急 に體温 が 」、｝みし ， 、1働 時の 體齟 ち

’
34・ c

以 上 に な つ て 活撥に 活動す ろ 。

3・氣 梱 2℃ 乃 至 一15
°
C の 継 1で は蝦 す る．而 して 12・ C 乃 至 ・℃ 鯛 鯛 1。於 て は ヤ

マ ネ の 髑 飆 鯔 霊騰 礁 し く・垂轍 ： 衛 し て 變 化 し，　 ・／ttiStifih物 と同 じ様式 暾 り 凶 《湿
゜℃ 胚 一7℃ の 棚 で 1・體 跏 ・約 1℃ ・

’
）　fu

’
　
si
　
，

’
？1に 保たれ る ． 氣   糧 7 ・C 以下 に なる と ，

體灘 」・昇 鋤 め る ・ 以 上 ・ 事 は 前の 散 に 蓮 べ た と ・ ろ で あ る
．

£酪 の 數 多の 言櫞 に よ る と

榮養蹴 態磯 蝿 の 及噛 若 な る もの 黝 鰮 が ・
’c 以 下 に 降下 した 場 A，

　（c　lt　；
−
rk｛死 す る も

a＞が あ る事 を附記 し て お く。

4・氣濃 が 『1 ℃ 以 下 に な る 啓 聾臆 妨げ られ ，冬闘 の もa・は覺醒 す る ． 働 濃 の ヤ マ ネ
も 一15r9 以 下 の 氣湿 に 長 く曝 さ．れ て ゐ る と凍死 す る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 4　要 　　　　約

以 上 は 日本産 ヤ マ 初 冬蹴 始限界温魏 亅・の 氣 盤 そ の r
・lf動性 と礁 係 蹴 て の 鯲 、需

聡 ・之 まで に 狙 糺 輝 者の 職 寸酷 鰺 肌 て ，その 渦 i’1，と氣 ・肋 關 係 に 就 て 搬 し
た 。 而 して 次 の 關係 の あ る事 を認め た

。

1）　日本産 ヤ マ ネ の 活動性 は氣温 の 變化 に よ り明 に規 定 せ られ る 。　　　 −

2） 氣温 12℃ 以 下 に て は 冬眠 し ，

− 15° C 以 下 1こて は 冬眠 よ り覺醒 す る 。

3） 鰾 16° C − 22℃ の 鯛 で は 晦 肛幡 睡 と覺胤 耡 す る事 とが 嬲 的 1。現 はれ ＿ 般
に 夜 間 に 活動す る 。

4） 鰡 24 ℃ 城 で 騰 日恒灘 で 晦 幡 慰 趣 な ・・

． （・4℃ JY．．旃 度 まで 蹴 礙
圍 に な る か 最高温廈限 界 は未決定 で ある ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　 參 考 文　獻
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